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2014～2015年度
国際ロータリーのテーマ
Light up Rotary
ロータリーに輝きを

2014～2015年度
国際ロータリー第2760地区
ガバナーのテーマ
集まろう・語ろう・楽しもう

2014～2014年度
名古屋瑞穂ロータリー会長のテーマ
感謝の気持ちを持って、
ロータリーライフを楽しもう

2014～2014年度
名古屋瑞穂ロータリー会長のテーマ
感謝の気持ちを持って、
ロータリーライフを楽しもう

　11月1日（土）～3日（祝月）の3日間、久屋大通公園にてワールド
フード+ふれ愛フェスタが行われました。
　当クラブは1日（土）に骨密度と肺機能の健診ができるワンコイン
健診を例会として行いました。



例会のご案内

11月20日（木）　ボジョレー・ヌーボー例会　■次週の行事
イーオリエンタルバンケット
18:00～20:00

場 所
時 間
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11月27日（木）■次々週卓話
青少年交換留学生報告
～自己紹介～
青少年交換留学生 
STALDER LEAさん

テ ー マ

卓 話 者

：

：

11月13日（木）　■今週の卓話
「改革」～新しいロータリー財団～
地区ロータリー財団委員長

テ ー マ
卓話講師
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来週の近藤ガバナー公式訪問予定

11月17日(月) 名古屋中RC

11月18日(火) 岩倉RC

名古屋東南RC

予定無し

春日井RC

11月19日(水)

11月20日(木)

11月21日(金)

ゴルフ部会　11月度(第355回)

委員会同好会報告

コース名：愛知カンツリー俱楽部

次回は、12月８日（月）名古屋ゴルフ倶楽部和合にて開催予定。
又、１８：００～より忘年会が蓬莱軒本店にて開催されます。
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開催日：11月5日(水)

国際ロータリーニュース
　ウルグアイの首都、モンテビデオの大学で教えているエリン・ミル
ズさん。ある日、午前中の講義を終えたとき、スマートフォンにメッ
セージが届きました。ミルズさんが入っているプラザマトリズ・ロー
タリークラブのある会員仲間からでした。その日、サッカーのワール
ドカップでウルグアイ代表チームの試合があるので、クラブ会員が
集まって、テレビの前で応援しようというのです。メッセージアプリを
駆使して会員のほとんどが集まり、間もなく手製のクッキーやスナッ
ク菓子を囲んで、応援パーティーが始まりました。

　7月に設立されたばかりのこのクラブが成功しているのは、このよ
うな意欲と集結力のおかげです。主に若い職業人から成るこのクラ
ブは、ロータリーで今、最も求められているようなクラブであるだけ
でなく、30歳になると退会しなければならないローターアクトクラ
ブ会員にとって、ロータリーで活動し続ける機会です。

　「このクラブが3回目の例会を開いたころすでに、素晴らしいクラ
ブになりそうな兆しがあった」と、ミルズさんは述べます。「その例会
は、活発なブレーンストーミングに発展し、会員が遠慮なくアイデア
を提案できる雰囲気がありました」

「ロータリーのアカデミー賞」

　このロータリークラブは、地元にある慈善団体「ポルサレウ」と
パートナー関係を結びました。ポルサレウは、白血病患者が遠くから
治療を受けに来る際、その家族のために、その病院の近くで宿泊で
きる場所を提供しています。クラブはまず、ウルグアイの有名プロ
サッカー選手のジャージを、ソーシャルメディアでオークションにか
け、募金を集めました。また、人道奉仕で貢献したクラブのために独
自の賞を設け、選ばれたクラブのための受賞行事を予定しています。

　「いわば、アカデミー賞のようなものです」と、ミルズさん。「応募し
たクラブから、『最優秀新会員プログラム』、『最優秀奉仕活動』など
の分野で賞が贈られるんです」

　クラブではさらに、他のウルグアイのロータリアンのために、ソー
シャルメディアの活用法に関するワークショップも開いています。

新クラブの誕生

　ミルズさんは2008年に、米国アリゾナ州にあるカサグランデ・
ロータリークラブが支援する奨学生として、モンテビデオに留学し、
地元のパソモリノ・ローターアクトクラブに入会。その会員の一人と
恋に落ちました。米国に帰国後、バイリンガル教育の修士号を取得
し、ウルグアイに戻ったミルズさんは、現在、モンテビデオ大学で英
語教員を目指す学生たちの教育に携わる傍ら、アメリカンスクール

で世界各国出身の中学生の教育を行っています。

　モンテビデオに戻った当初、以前のローターアクトクラブ会員の
多くが退会していたことを知ったミルズさんは、ほかのグループを探
しました。既存のロータリークラブに入会しようと思いましたが、雰
囲気になじめなかったり、家から遠かったり、ミルズさんが求めてい
た温かさが感じられなかったりで、自分に合ったクラブが見つかりま
せんでした。

　ちょうどそのころ、モンテビデオ・ロータリークラブの会員で地区
の新世代委員長を務めていたニコラス・オルティズさんは、ローター
アクトクラブの元会員や元ロータリー奨学生などの若い人たちと知
り合うことがよくあり、モンテビデオで新ロータリークラブを設立す
る際に、その若者たちに設立会員となってもらおうと考えました。

　新クラブ設立を持ちかけられたミルズさんたちは、その責任の重
さにたじろいだと言います。どのように始めたらいいのか、資金はど
うしたらいいのか分かりませんでしたが、オルティズさんが立ち上げ
を手伝ってくれ、資金援助ばかりか、新クラブのスポンサークラブと
なってくれるよう、自らのクラブにお願いしてくれたのです。地区もま
た、新クラブの設立を積極的に支援してくれました。

　「ロータリーを次世代に導くお手伝いができたと思う」とミルズさ
んは語っています。

交流イベントに集まったプラザマトリズ・ロータリークラブの会員たち
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